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の
品
種
は
大
正
時
代
の
末
期
ま
で
主
流
で

あ
っ
た
。 

第
２
期
＝
サ
ギ
ノ
ー
種

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
に
ア
メ
リ
カ

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
種
を
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
た
。
試
作
す
る
と
、
草
丈
が
１
・
35

ｍ
と
高
く
、
こ
れ
を
増
殖
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
先
方
の
育
種
家
が
も
っ
と
よ
い

品
種
が
あ
る
と
サ
ギ
ノ
ー
種
を
送
っ
て
き

た
。
内
容
が
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
正

13
年
（
１
９
２
４
）
に
９
０
０
０
ℓ
の
種

子
を
発
注
し
た
。
１
８
０
ℓ
２
０
０
円
で

あ
っ
た
の
で
、
一
般
の
種
子
の
10
倍
の
破

格
の
値
段
で
あ
っ
た
。

種
子
に
は
多
少
問
題
が
あ
っ
た
が
、
抜

穂
す
る
な
ど
で
対
策
し
た
結
果
、
多
収
で

耐
病
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
そ
の
後
、
全
道
に
普
及
し
た
。

第
３
期
＝
ベ
ル
ノ
ー
１
号
種

北
海
道
農
業
試
験
場
が
大
正
８
年
（
１

９
１
９
）
か
ら
ロ
シ
ア
種
の
淘
汰
を
開
始

し
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
に
固
定
さ

せ
た
我
が
国
最
初
の
純
系
種
で
あ
る
。
草

丈
が
高
く
、
穂
揃
い
が
よ
か
っ
た
。
繊
維

は
良
質
で
歩
留
ま
り
が
高
か
っ
た
。
子
実

収
量
が
少
な
く
、
耐
病
性
に
若
干
劣
る
傾

向
は
あ
っ
た
が
、昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

ご
ろ
か
ら
約
20
年
中
心
的
品
種
と
な
っ

た
。

第
４
期
＝
サ
ギ
ノ
ー
１
号
種
・
２
号
種

サ
ギ
ノ
ー
１
号
種
は
北
海
道
農
業
試
驗

場
が
サ
ギ
ノ
ー
を
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

か
ら
改
良
し
、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

に
優
良
品
種
に
決
定
し
た
も
の
で
耐
病
性

に
秀
れ
て
い
た
。
サ
ギ
ノ
ー
２
号
種
は
昭

和
４
年
（
１
９
２
９
）
か
ら
淘
汰
に
着
手

し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
種
か
ら
固
定
し
た
。
昭

和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
優
良
品
種
に
指

定
さ
れ
た
。
繊
維
歩
留
ま
り
の
よ
い
の
が

特
徴
で
あ
り
、
終
戦
後
か
ら
約
10
年
広
く

作
付
け
さ
れ
た
。

北海道における栽培と亜麻工場の盛衰

項目 開花始 収穫期 生育日数 草丈 10a 当たり収量（㎏／ 10a） 繊維

品種 （月 . 日）（月 . 日） （日） （㎝） 茎 種 繊維 歩留まり
（％） 品値

ウイラー
7.3 8.7 91 86.7 489.3 69.9 99.7 20.38

F4
（108.8）（112.6）（110.8）

青柳
7.6 8.1 103 103.9 611.4 58.1 121.9 19.94

F3上
（135.9） （93.6） （135.4）

対照サギ
ノー 1号

6.3 8.1 85 88.7 449.9 62.1 90.0 20.00
F4

（100.0）（100.0）（100.0）

出典：北海道農業試験場成績　（）内数値はサギノー 1号を 100とした指数

村井 信仁

1932年、福島県生まれ。55年、帯広
畜産大学卒業。山田トンボ農機株式会
社、北農機株式会社を経て、67年に北
海道立中央農業試験場農業機械科長、
71年に同十勝農業試験場農業機械科
長、85年に同中央農業試験場農業機械
部長を歴任する。89年には社団法人北
海道農業機械工業会専務理事となる。
農業の現場に即した機械の開発や研究、
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退任後、67歳にして新規就農を果たし、
農場主となる。著書に『耕うん機械と
土作りの研究』など。農学博士。

亜
麻
の
栽
培
法
①

―
―
播
種
・
施
肥

第2回

亜麻物語
第
１
期
＝
ロ
シ
ア
種
・
ベ
ル
ギ
ー
種

北
海
道
の
亜
麻
作
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ロ

シ
ア
産
の
種
子
を
輸
入
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
当
時
は
品
種
と
言
う
よ
り

も
、
産
地
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
産
の
種
子
は

ベ
ル
ギ
ー
産
で
あ
っ
た
の
で
、
ベ
ル
ギ
ー

種
と
呼
ば
れ
た
。

ロ
シ
ア
種
（
１
号
種
、
ベ
ル
ノ
ー
種
、

リ
ガ
種
）
は
ベ
ル
ギ
ー
種
（
２
号
種
）
に

比
較
し
て
草
丈
が
高
く
、
品
質
は
よ
か
っ

た
が
、
子
実
の
収
量
は
低
か
っ
た
。
両
種

と
も
に
２
～
３
年
で
退
化
し
穂
揃
い
が
悪

く
な
っ
た
。こ
の
対
策
は
抜
穂
で
あ
っ
た
。

明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
に
丘お
か

珠だ
ま

（
現
：

札
幌
市
）
の
後
藤
弥
右
衛
門
の
抜
穂
種
が

亜
麻
茎
品
評
会
で
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
篤
農
家
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
抜

穂
種
が
育
成
さ
れ
て
栽
培
が
続
い
た
。
こ

表 1：優良品種栽培試験成績（昭和 32年）

品
種
の
変
遷

（1）
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第
５
期
＝
ウ
イ
ラ
ー
種

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
か
ら
関
係
者

が
オ
ラ
ン
ダ
や
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
20
数
種
の

品
種
を
導
入
し
た
。
ウ
イ
ラ
ー
は
オ
ラ
ン

ダ
の
育
成
種
で
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

に
交
配
。
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
に
登

録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
高
品
質
で
、
耐

病
性
に
優
れ
、
多
窒
素
栽
培
で
も
茎
葉
は

倒
伏
す
る
こ
と
が
な
く
、
機
械
抜
き
収
穫

に
適
し
て
い
た
。
安
全
多
収
の
実
用
的
な

品
種
と
し
て
評
判
が
よ
か
っ
た
。

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）
に
は
、
オ
ラ

ン
ダ
で
作
付
率
91
％
を
占
め
て
い
た
。
オ

ラ
ン
ダ
で
こ
の
よ
う
な
優
良
品
種
が
育
成

さ
れ
る
の
は
、
品
種
改
良
が
民
間
で
自
由

に
行
な
わ
れ
、
登
録
さ
れ
た
品
種
に
は
特

許
制
度
が
適
用
さ
れ
て
育
種
家
が
保
護
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
ウ
イ
ラ
ー
は
昭
和
32
年（
１
９
５
７
）

以
降
の
主
品
種
で
あ
っ
た
。
参
考
ま
で
に

品
種
試
験
例
を
表
１
に
示
し
た
。

初
期
の
播
種
機

北
海
道
庁
は
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）

に
発
足
し
て
い
る
が
、
殖
産
興
業
の
手
始

め
と
し
て
大
麻
の
栽
培
加
工
を
採
り
上
げ

た
明
治
20
年
（
１
８
８
７
）
に
資
本
金
80

万
円
で
北
海
道
製
麻
を
設
立
し
た
。
札
幌

の
北
６
条
東
１
丁
目
に
製
麻
工
場
を
建
設

し
、
ま
ず
大
麻
の
製
麻
の
合
理
化
に
着
手

し
た
。
次
い
で
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

に
最
初
の
亜
麻
工
場
で
あ
る
雁
木
製
線
場

を
建
設
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン－

オ
イ
ブ
レ

ヒ
ト
の
指
導
の
も
と
に
亜
麻
の
栽
培
が
始

ま
る
。

当
時
は
ま
と
も
な
道
具
も
な
い
時
代
で

あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン－

オ
イ
ブ
レ
ヒ
ト
に

従
っ
て
手
播
き
の
散
播
で
あ
っ
た
。
欧
米

で
は
バ
イ
オ
リ
ン
式
散
播
機
や
カ
フ
ー
ン

式
散
播
機
を
使
用
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ 

を
導
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）
に
至
っ
て
帝

國
製
麻
の
鈴
木
鈴
馬
が
ベ
ル
ギ
ー
に
出
張

し
た
際
に
バ
イ
オ
リ
ン
式
を
１
台
買
い
求

め
て
帰
国
し
た
。
極
め
て
単
純
な
構
造
で

あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
我
が
国
の
技
術
力

で
も
製
作
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。
さ
っ

そ
く
模
造
し
た
も
の
を
各
工
場
に
配
布
し

茎収量（㎏／ 10a） 種収量（㎏／ 10a）
畜力条播機 慣行法 畜力条播機 慣行法
470 389 78 68

（120.8） （100.0） （114.7） （100.0）
北海道農業試験場成績	　慣行法＝バイオリンによる散播

真
似
が
上
手
だ
と
さ
れ
る
が
、
日
本
人
の

場
合
、
単
純
で
は
な
く
、
必
ず
そ
の
上
に

何
か
新
し
い
自
分
な
り
の
技
術
を
加
え
る

も
の
で
あ
る
。必
ず
し
も
模
倣
で
は
な
い
、

あ
れ
は
発
明
の
領
域
で
あ
る
と
逆
に
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

郷
土
博
物
館
な
ど
に
遺
さ
れ
て
い
る
バ

イ
オ
リ
ン
を
見
る
と
、
常
に
一
定
量
の
種

子
が
散
播
の
回
転
羽
根
に
繰
り
出
さ
れ
る

よ
う
に
撹
拌
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
連

続
作
業
す
る
と
、
羽
根
車
の
軸
が
発
熱
し

て
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
る
。
軸
に
幾
つ

か
の
縦
溝
を
付
け
て
ス
リ
ッ
プ
を
防
止
す

る
な
ど
の
例
も
見
ら
れ
る
。

カ
フ
ー
ン
式
は
散
播
の
羽
根
車
が
常
に

同
じ
回
転
で
あ
る
の
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
式

よ
り
も
播
種
精
度
は
高
い
と
言
わ
れ
た
。

し
か
し
、
ハ
ン
ド
ル
を
廻
し
、
ギ
ヤ
で
羽

根
車
を
回
転
さ
せ
て
い
る
の
で
、
鋳
造
技

術
が
発
達
し
て
い
な
い
と
、
こ
の
模
造
は

無
理
で
あ
る
。
ま
た
軸
承
な
ど
に
も
工
夫

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
そ
う
簡
単
で

は
な
い
。

大
正
時
代
に
入
っ
て
、
第
一
次
大
戦
が

勃
発
す
る
と
、
馬
鈴
薯
で
ん
粉
や
豆
類
、

亜
麻
な
ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
高
値
で
輸
出

で
き
、我
が
国
は
経
済
的
に
大
い
に
潤
う
。

洋
式
農
法
も
こ
れ
を
契
機
に
本
格
的
に
展

開
さ
れ
る
と
、
工
業
技
術
も
発
達
す
る
。

カ
フ
ー
ン
式
散
播
機
も
昭
和
時
代
に
入
っ

て
鋳
物
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
国
産
化
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

表 2：亜麻の播種法による収量比較

播
種
法

（2）

て
利
用
を
奨
励
し

て
い
る
。

時
間
当
た
り
の

播
種
能
率
は
１
・

０
～
１
・
５
ha
で

あ
り
、
人
播
き
の

10
倍
の
能
力
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
請
負
で
播
種

作
業
も
行
な
わ
れ

た
が
、
10
ａ
当
た

り
15
銭
で
あ
っ

た
。
日
本
人
は
物

明治40年（1907）ご
ろヨーロッパから製麻
会社が見本機を導入し
た。板金細工であるの
で国産化は容易であっ
たと考えられる。さっ
そくこれが国産化さ
れ、各工場に配布され
て能力を発揮し、喜ば
れた。種子を飛ばす羽
根車は、ロープを張っ
た弓を動かすことによ
って回転される。

タンクの種子量を
多くするため、上
部に袋を取り付け
ている。このため
ナップサック式と
も呼ばれている。
ハンドルを回転し
て動力を取り出し
ているが、羽根車
の回転は連続して
いるので、バイオ
リン式よりも、播
種精度は優ってい
ると言われた。

写真 1：バイオリン式散播機写真 2：カフーン式散播機
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小
型
条
播
機
の
導
入

種
子
を
散
播
し
た
場
合
は
、
芝
ハ
ロ
ー

な
ど
で
表
層
を
撹
土
し
、
そ
の
後
丸
太
を

曳
い
て
鎮
圧
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し

か
し
、
播
種
深
さ
が
一
定
で
は
な
く
、
地

表
に
種
子
が
浮
い
て
い
る
場
合
も
あ
っ

て
、
発
芽
は
一
様
で
は
な
く
、
ま
た
、
干

ば
つ
年
に
は
発
芽
率
も
低
下
す
る
。
こ
の

た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
密
条
播
機
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
に
入
る

と
我
が
国
に
も
輸
入
さ
れ
て
き
た
が
、
大

型
の
ド
リ
ル
（
条
播
機
）
は
高
額
で
あ
っ

た
こ
と
と
、
当
時
の
圃
場
条
件
あ
る
い
は

操
作
技
術
で
は
十
分
に
能
力
を
発
揮
さ
せ

る
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
小
型
機
を
輸
入
し
て
実
用
性

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
風
の
畜

力
条
播
機
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

図
１
の
小
型
条
播
機
は
種
子
を
１
粒
ず
つ

播
種
す
る
も
の
で
点
条
播
機
と
名
付
け
ら

れ
て
い
る
。
い
か
に
も
日
本
人
ら
し
い
発

想
で
あ
る
が
、
種
子
が
小
さ
く
軽
い
の
で

期
待
ど
お
り
の
播
種
間
隔
に
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
や
、
そ
こ
ま
で
の
必
要
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
体
が

小
型
に
過
ぎ
て
あ
ま
り
普
及
す
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

国
産
の
ド
リ
ル
は
昭
和
30
年
（
１
９
５

５
）
に
完
成
し
て
い
る
が
、
条
間
隔
10
㎝

で
、
播
種
溝
切
り
は
地
面
に
沿
っ
て
一
定

の
深
さ
に
開
溝
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
。後
方
に
鎮
圧
ロ
ー
ラ
ー
が
装
備
さ
れ
、

軽
く
鎮
圧
し
て
安
定
し
た
萌
芽
を
促
す
こ

と
に
配
慮
し
て
い
る
。
表
２
に
こ
の
条
播

機
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
慣
行
播
種
と
の
比
較

を
示
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
茎
・
種
と
も

に
収
量
差
が
認
め
ら
れ
る
。

品
種
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
10
ａ
当
た

り
の
播
種
粒
数
は
昭
和
31
年（
１
９
５
６
）

か
ら
１
８
０
万
粒
（
１
０
０
０
粒
重
５

ｇ
）、
重
量
９
㎏
を
標
準
と
し
て
い
る
。

条
播
機
の
圃
場
発
芽
率
は
80
％
で
あ
っ

た
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
散
播
は
70
％
に
満
た

な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
条
播
機
は
立
毛

数
か
ら
考
慮
す
れ
ば
、
種
子
を
節
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
よ
い
。

助
成
金
の
支
給
も

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
に
北
海
道
庁

は
洋
式
農
法
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
展
開

し
よ
う
と
、
ド
イ
ツ
や
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら

模
範
農
家
を
５
年
契
約
で
招
聘
し
た
。
実

際
の
洋
式
農
法
を
伝
習
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
効
果
的
に
洋
式
農
法
を
習
得
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
甜

菜
製
糖
の
関
係
で
は
十
勝
に
ド
イ
ツ
か

ら
、
グ
ラ
ボ
ウ
一
家
と
コ
ッ
ホ
一
家
が

入
っ
て
き
た
。
招
聘
農
家
は
５
戸
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
来
た

農
家
は
道
央
圏
で
亜
麻
作
な
ど
を
指
導
し

た
よ
う
で
あ
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
農
家
の
輪
作
方
式
が
発
端

と
な
っ
て
農
業
試
験
場
が
亜
麻
に
エ
ン
バ

ク
や
ク
ロ
ー
バ
を
組
み
込
む
試
験
を
開
始

し
て
い
る
。
亜
麻
工
場
は
昭
和
元
年
（
１

９
２
６
）
か
ら
農
家
と
実
証
試
験
を
行
な

い
、
順
次
普
及
さ
せ
て
い
る
。
亜
麻
作
の

奨
励
の
た
め
に
ク
ロ
ー
バ
混
播
に
助
成
金

の
支
給
も
あ
っ
た
。

混
播
に
よ
る
効
果

農
業
試
験
場
の
試
験
成
績
を
表
３
に
示

し
た
。
亜
麻
と
混
播
す
る
と
、
茎
も
子
実

も
単
播
に
比
較
す
る
と
20
％
ほ
ど
減
収
す

る
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
後
の
跡
地
に
春

播
き
小
麦
を
作
付
け
す
る
と
肥
効
が
明
白

で
子
実
収
量
は
40
％
ほ
ど
増
収
し
て
い
る

（
表
４
）。

ク
ロ
ー
バ
単
播
と
亜
麻
と
ク
ロ
ー
バ
の

混
播
で
は
、
混
播
の
ク
ロ
ー
バ
の
鋤
込
み

量
は
単
播
に
劣
り
、
30
％
ほ
ど
で
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、
春
播
き
小
麦
・
甜
菜
・

菜
豆
（
イ
ン
ゲ
ン
）
を
跡
地
に
作
付
け
す

る
と
、
ク
ロ
ー
バ
単
播
、
亜
麻
・
ク
ロ
ー

バ
混
播
は
肥
効
が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

明
ら
か
に
増
収
が
認
め
ら
れ
る
。

①排種装置
②種子タンク
③種子導管
④溝切機
⑤機枠
⑥ハンドル
⑦レバー
⑧車輪
⑨導輪
⑩セクター
⑪地均し鈑

⑥

⑦

⑬

⑧

⑫④

⑩①

③

②

⑤

⑪⑨

⑫覆土・鎮圧用ローラー
⑬ローラー吊上用チェーン

図 1：帝麻式畜力用亜麻点条播機

ク
ロ
ー
バ
混
播

（3）
試験区別

茎収量（㎏／ 10a） 子実収量（㎏／ 10a） 収量割合（％）

26年 27年 28年 29年 平均 26年 27年 28年 29年 平均 茎 子実

亜麻単播 339 291 375 509 378 79.5 85.5 59.8 106.0 82.7 （100）（100）

クローバ混播 339 170 358 387 314 59.0 54.0 58.0 80.0 62.8 （83） （76）

試験区別
子実収量（㎏／ 10a） 茎稈重

（㎏／ 10a）
収量割合（％）

27年 28年 29年 平均 子実 茎稈

亜麻単播 130 165 200 165 290 （100） （100）

クローバ単播 231 241 233 235 470 （142） （162）

混播 237 240 245 241 462 （146） （159）

表3・4とも出典：
十勝農試「亜麻
に関する試験成
績集」、亜麻・ク
ローバ混播試験
（1926 ～ 1929
年）

表 3：亜麻の播種法別収量比較（供試品種＝ベルギー）

表 4：亜麻・クローバ混播跡地の肥効（春播き小麦）
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土
壌
の
保
全
、
土
地
の
生
産
性
を
保
つ

た
め
に
ク
ロ
ー
バ
な
ど
を
上
手
に
組
み
込

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
試
験
成
績

で
証
明
さ
れ
、
亜
麻
工
場
の
奨
励
策
も

あ
っ
て
定
着
し
た
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

肥
料
の
研
究
・
開
発

我
が
国
で
過
リ
ン
酸
石
灰
が
製
造
さ
れ

た
の
は
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
化
学
肥
料
は
使
わ
れ
て
い
な

い
の
で
、
堆
厩
肥
や
魚
粕
・
米
糠
な
ど
を

使
用
す
る
有
機
質
肥
料
栽
培
で
あ
っ
た
。

開
拓
地
は
比
較
的
肥
沃
な
土
壌
で
あ
る
の

で
、
作
物
の
栽
培
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、
病
害
虫
の
発
生
も
少
な
く
、
作
物

は
健
全
な
生
育
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、圃
場
の
養
分
は
次
第
に
収
奪
さ
れ
、

収
量
が
低
下
し
は
じ
め
る
。

過
リ
ン
酸
石
灰
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
と
し
て
は
高
価

な
肥
料
で
あ
る
だ
け
に
、 

自
在
に
使
え
る

と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
硫
安
が
製

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
で
あ
る
。
地
力
の
消
耗
を

補
う
た
め
に
は
、
開
拓
地
に
も
人
口
が
増

え
る
と
、
屎
尿
を
利
用
す
る
こ
と
も
当
然

で
あ
っ
た
。

自
給
自
足
の
農
業
の
範
囲
で
あ
れ
ば
、

地
力
保
全
に
あ
ま
り
苦
労
す
る
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
が
、
換
金
作
物
を
組
織
的
に

栽
培
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
地
力
の
消
耗

が
激
し
く
な
る
の
で
、
収
奪
農
業
を
回
避

す
る
た
め
に
は
行
政
も
亜
麻
工
場
な
ど
の

企
業
も
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
腐
心

す
る
。
従
来
の
有
機
物
肥
料
に
加
え
て
化

学
肥
料
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
ク

ロ
ー
バ
な
ど
の
緑
肥
作
物
の
栽
培
法
な
ど

の
研
究
を
重
ね
て
農
家
を
指
導
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

開
拓
農
家
は
施
肥
に
対
し
て
は
知
識
も

乏
し
く
、
経
験
も
少
な
い
。
不
特
定
多
数

の
農
家
で
も
安
定
し
て
施
肥
効
果
を
高
め

よ
う
と
す
れ
ば
、
亜
麻
工
場
は
い
ろ
ん
な

研
究
を
重
ね
て
配
合
肥
料
を
製
造
し
、
こ

れ
を
配
布
す
る
方
式
を
考
え
た
。

帝
國
製
麻
の
配
合
肥
料
の
例
を
表
５
に

示
す
。
施
肥
は
収
量
ば
か
り
で
な
く
繊
維

の
品
質
に
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
は
じ
め
、
明
治
後
期
か
ら
体
系
的

に
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
岡
山
県
の

日
本
肥
料
は
桑
用
完
全
肥
料
を
製
造
し
て

い
た
の
で
、
こ
れ
を
取
り
寄
せ
て
大
正
５

年
（
１
９
１
６
）
か
ら
各
工
場
で
実
証
試

験
を
開
始
し
た
。
大
貫
吉
之
助
が
こ
れ
ら

を
取
り
ま
と
め
て
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

に
亜
麻
肥
料
を
完
成
さ
せ
た
。

配
合
肥
料
に
よ
る
栽
培
安
定
化

こ
の
肥
料
は
繊
維
の
品
質
・
歩
留
ま
り

向
上
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
亜
麻
の
栄
養
周

期
に
合
わ
せ
、
必
要
な
要
素
を
吸
収
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
発
酵
米
糠
を
配
合

し
た
の
は
実
験
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
こ
の
肥
料
は
時
代
で
内
容
に
変
化
は

あ
る
が
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
か
ら

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
ま
で
使
わ
れ
て

い
る
。
相
当
実
験
を
重
ね
た
結
果
で
あ
る

と
思
え
る
が
、
発
酵
米
糠
を
配
合
し
て
い

る
の
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

米
糠
は
野
菜
な
ど
の
有
機
栽
培
な
ど
に

使
わ
れ
て
、
独
特
の
味
覚
に
結
び
付
い
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

農
家
に
使
い
や
す
く
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
化
成
肥
料
の
出
現
は
、
亜
麻
工
場
の
配

合
肥
料
の
発
想
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
と

思
え
る
。

亜
麻
工
場
は
化
成
肥
料
の
研
究
も
早

く
、
友
田
五
郎
が
水
耕
栽
培
で
基
礎
研
究

を
重
ね
て
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
に
亜

麻
用
化
成
肥
料
を
実
用
化
し
て
い
る
。
亜

麻
栽
培
が
安
定
化
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。企
業
努
力
が
実
を
結
ん
で
い
る
。

北海道における栽培と亜麻工場の盛衰 第2回亜麻物語

施
肥
法

（4）

生
の
ま
ま
で
施
用
す
る
と
害
虫
を

呼
び
寄
せ
る
の
で
問
題
視
さ
れ

た
。
そ
こ
で
ボ
カ
シ
と
呼
ば
れ
る

が
、
一
次
発
酵
処
理
が
不
可
欠
に

な
っ
て
い
る
。
軽
く
発
酵
処
理
す

る
と
、
害
虫
が
寄
っ
て
く
る
こ
と

は
な
い
。
こ
れ
は
発
酵
と
腐
敗
の

違
い
で
あ
る
。
大
豆
粕
や
魚
粕
は

製
造
過
程
で
熱
処
理
さ
れ
て
い
れ

ば
、
圃
場
で
速
や
か
に
発
酵
し
、

作
物
に
吸
収
さ
れ
る
の
で
問
題
は

な
か
っ
た
。
亜
麻
に
合
理
化
さ
れ

た
配
合
肥
料
を
使
う
と
い
う
の

は
、
帝
國
製
麻
の
功
績
と
言
え
よ

う
。第

二
次
大
戦
後
、
我
が
国
は
工

業
が
発
達
し
、
そ
の
副
産
物
と
し

て
化
学
肥
料
が
容
易
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
造
粒
し
た
化

成
肥
料
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
が
、
作
物
別
・
土
性
別
に
理
想

的
な
要
素
量
の
配
合
比
率
に
し
て

割合（％） 大15 ～
昭5 6 ～13 14 15 ～17 18 19 25 ～ 27 28 29

配
合
割
合

発酵米糠 43 30 28 20 25 28 32 20 10

細粉豆粕 20 10 10

細粉魚粕 1 10 5 5

硫安 12 20 20 20 20 22 23 29 40

過リン酸石灰
23 35 36 45 50 45 40 44 45

20.0％ 20.0％ 20.0％ 16.0％ 16.0％ 19.7％ 16.0％ 16.0％ 16.0％

塩化カリウム 1.0 5.0 6.0 5.0 5.0 7.0 5.0

保
証
成
分

全窒素 4.5 5.3 5.0 4.5 4.7 5.3 4.9 6.1

内アンモニア態 2.4 4.0 4.0 4.0 4.0 4.5 4.6 5.8

全リン酸 7.0 8.0 8.0 8.0 9.0 10.0 7.4 8.6

内水溶性 4.8 7.0 7.0 7.0 7.8 8.6 6.2 7.8

全カリ 3.2 3.7 3.2 2.6 3.5

内水溶性 3.0 3.6 3.0 2.5 3.2

注：昭和 20～ 24年は糠入手難のため中止　　出典：「北海道における亜麻事業の歴史」

表 5：亜麻肥料配合の変遷


